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野村光一文庫 
 2014年、神奈川県立図書館は開館60周年

を迎えます。記念展示「コレクション紹介シ

リーズ」の第２弾として、「野村光一文庫」をご

紹介します。 

 当コレクションは、音楽評論家 野村光一氏

（1895-1988）が永い音楽生活を通じて収集し

た図書、雑誌、音楽会プログラム、レコード等、

多様な音楽関係資料からなります。 

 今回の展示では、日本洋楽史の生き字引

として、また当館となりの県立音楽堂設立に

も尽力された野村氏の生涯を振り返りながら、

戦前の音楽会プログラムなど貴重な資料をご

紹介します。 
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 『音楽取調成績申報要略』 
 大日本図書会社 1891（ＮＯ-916） 

野村氏の生涯と音楽（1） 

 軍楽隊に始まる明治期の

西洋音楽の移入は、国策と

してすすめられました。教育

面では、学校における音楽

教育研究のために音楽取

調掛が設置(1879)され、のち

に東京音楽学校となり(1886)

音楽家・音楽教育者を育成

します。 

  

 

 鹿鳴館や東京音楽学校奏楽堂などで催され

る演奏会も次第に定着していき、明治後期には

幸田延、三浦環ら本格的な技術を備えた日本

人演奏家も出てきました。 

 また、日本人による楽器の製作もはじまり、山

葉寅楠によるリード・オルガン(1887)や鈴木政吉

によるヴァイオリン(1887)が製作されました。帝国

劇場が開場(1911)すると、歌舞伎とならんで西

洋のオペラも上演されるようになります。 
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野村氏の生涯と音楽（2） 

 野村光一氏は、明治28

（1895）年大阪で生まれま

した。当時授業に西洋音

楽を取り入れていた京都

府立第二中学校（現：京

都府立鳥羽高等学校）に

進み、芸術的・音楽的な

目覚めを意識し始めます。 

 中学を卒業するころ出会った２つの演奏会が、

野村氏に音楽への道を決心させます。一つは、

東京音楽学校卒業演奏会での高安百合子

氏のピアノによるショパン作品演奏、もう一つは 
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当時の中学校用唱歌集 

『中等唱歌』共益商社書店 1912（SH375.97/31) 

当時ドイツ留学から戻った

ばかりの山田耕筰氏によ

るワーグナーのアリアとＲ．

シュトラウスの歌曲の独唱

でした。 
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野村氏の生涯と音楽（3） 

  

 

 中学卒業後上京した野村氏は、慶應義塾大

学文科に入学し、本科で小宮豊隆氏（ドイツ文

学者、評論家）の教えを受けます。この出会い

が野村氏の批評家としての一生を決定づけまし

た。大正9(1920)年に卒業。卒業論文は「ショパ

ン論」で、小宮氏が審査を行っています。 

 上京した頃、野村氏は大田

黒元雄氏（日本の音楽評論

の草分け）、堀内敬三氏（作

曲家・作詞家）に出会います。

他にも同志が集まり、日本最

初の音楽評論雑誌「音楽と文

学」が大正5 (1916)年3月を創

刊します。3年ほど続きますが、

大正8(1919)年8月に廃刊とな

りました。  

5 

当時の音楽雑誌（上から） 
「音楽之友」 楽友社 創刊1901年 

「音楽世界」 十字屋楽器部 創刊1907年 

「月刊楽譜」 松本楽器合資会社 創刊1912年 
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野村氏の生涯と音楽（4） 

  

  

 

 大正10（1921）年7月、野村氏はヨーロッパの

文化を学ぶために留学します。当時ヨーロッパ

最大の音楽マーケットになっていたロンドンで、

グランド・ピアノを買って勉強するとともに、多く

の演奏会に足を運びました。  

野村光一文庫 海外音楽会プログラム(抜粋） 

1921.Oct クイーンズホール・シンフォニー・コンサート 

1921.Dec  コルトー ショパン・リサイタル   

1921.Dec  クライスラー リサイタル 

1921.Dec グランド・コンサート ジャック・ティボーほか 

1922.May ラフマニノフ ピアノ・リサイタル 

1922.May ハイフェッツ ヴァイオリン・リサイタル 

1922.Nov  ミチャ・ニキシュ ピアノ・リサイタル 

1922.Nov ｺﾝｾｰﾙ・ｺﾛﾝﾇ芸術協会ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ・ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 

 あまり熱心に演奏会を聴きすぎたせいか神

経が衰弱してしまった野村氏は、大正12(1923)

年3月に当初の予定より早く帰国します。  
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大ピアニストとして評価の高かっ
た作曲家ラフマニノフの演奏会。
この演奏会では、自作ではなく
モーツァルトやベートーヴェンのソ
ナタを演奏している。野村氏は
「重々しくて、光沢があって、力強
くて、鐘が鳴るみたいに、燻銀が
かかったような音で、それが鳴り
響くのである。まったく理想的に男
性的な音でした。」と評している。 

<ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ>セルゲイ・ラフマニノフ クイーンズ・ホール．1922（ｲｷ220506） 

<ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ>アルフレッド・コルトー．クイーンズ・ホール． 1921 （ｲｷ211008） 

コルトーは20世紀前半を代表す
るフランスのピアニスト。野村氏は
「いちばん印象が深くていまだに
音楽の価値という点で私の音楽
鑑賞に役立ったピアニスト。演奏
はどれも官能的、感情的だった。
演奏が終わると聴衆がステージ
に駆け上がり、何曲もアンコール
を弾いた。」と留学時の演奏会を
振り返っている。 



野村氏の生涯と音楽（5） 

  

  

 

 野村氏が留学中の日本は、第一次世界大

戦の影響で経済的に豊かになり、クライスラー、

ハイフェッツら著名な外国人演奏家の来日も

盛んになっていました。帰国した野村氏がその

演奏会批評を書く機会も増えていきました。  
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 野村氏の新聞での音楽批

評の皮切りは、大正12 

(1923)年11月12日、東京朝

日新聞に掲載されました。

ヴァイオリン奏者ヤッシャ・

ハイフェッツの初来日演奏

会の評論でしたが、次の依

頼があったのは2年後でした。 
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（
略
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ハイフェッツ演奏会プログラム 

（大正12（1923）年11月9～11日） 

（『東京朝日新聞』 大正12（1923）年3月30日） 
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ハイフェッツ初来日時の演奏
会。関東大震災で帝国劇場
が消失したため、帝国ホテルを
会場に開催した。ハイフェッツは
この演奏会翌日より震災慈善
演奏会を行っている。この演奏
会評が東京朝日新聞に掲載
され、野村氏の新聞批評の皮
切りとなった。多色刷の和紙で
できたプログラム。 

<ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ>ヤッシャ・ハイフェッツ 帝国ホテル演芸場． 1923 （231109） 

<ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ>グスタフ・クローンほか． 東京音楽学校． 1924 （241129） 

東京音楽学校「大正十三年
秋季大演奏会」。ベートーヴェ
ンの「第九」日本公式初演時
のプログラム。野村氏は著書で
「そのときの感激はすさまじいも
のでした。上野公園から友人と
べらべらしゃべりながら歩き、新
橋のたもとまで来てしまった。」と
述べている。 



野村氏の生涯と音楽（6） 

  

  

 

 もっと定期的に楽壇のことも取り上げて評論

したいと考えていた野村氏は、つてがあった東

京日日新聞（現・毎日新聞）に話を持ち込み、

定期的に音楽批評を書くようになります。最初

の記事は大正15（1926）年３月に掲載されまし

た。その後、東京日日新聞専属の音楽批評

家となって昭和18（1943）年まで続きます。こ

の音楽評は、新聞での定期的な音楽評の日

本における嚆矢となりました。 
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（
略
） 

東京音楽学校 

第三十七回卒業式 卒業演奏 

（大正十五年三月二十五日） 

・ピアノ獨奏・・・・・・千葉多可 

 嬰ハ短調ソナタ（作品27）・・・ベートーヴェン 

・バリトン獨唱・・・・・・細川碧 

 悲痛（作品22）・・・シューベルトほか 

・ピアノ獨奏・・・・・・玉眞テル 

 ト短調ラプソディ（作品79）・・・ブラームス 

・ソプラノ獨唱・・・・・・佐藤美子 

 歌劇「アルセスト」より・・・グルック 

・ピアノ及ヴァイオリン合奏・・・・・・林良輝 

 ヘ長調ソナタ（作品24）・・・ベートーヴェン 

・ピアノ獨奏・・・・・・木村悅 

 ハ短調競奏曲（作品37）・・・ベートーヴェン 

ほか全12曲 

（『東京芸術大学百年史 演奏会篇 第一巻』音楽之友社1990） （『東京日日新聞』 大正15（1926）年3月30日） 
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野村氏の生涯と音楽（7） 

  

  

 

 野村氏は活発な批評活動の一方で、日本

の若手音楽家の育成にも情熱を注ぎました。

昭和7（1918）年にはじまった「音楽コンクール

（現・日本音楽コンクール）」の運営にも創設時

より中心となって携わりました。日本のクラシッ

ク音楽のコンクールとしては最古の歴史と権威

を持つこのコンクールは、戦時中も休止するこ

となく現在まで続いています。巌本真理、江藤

俊哉、中村紘子、諏訪内晶子ら世界及び日

本で活躍する演奏者の多くを輩出しています。

現在、功労者の野村氏を記念してピアノ部門

の最優秀者には「野村賞」が贈られています。 
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「第14回音楽コンクール参加規定」 
・・・昭和20年秋に開催するはずだった 

   が、戦後の混乱を受け、翌21年春 

      に開催された。この年は、春と秋の 

      ２回開催されている。  
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野村氏の生涯と音楽（8） 

  

  

 

 終戦後、焼け野原となった横浜には県民が

演奏会場とできる施設はありませんでした。当

時の内山知事は、県立図書館と同時に音楽

ホールの建設構想をたて、関係者の意見を聞

くことにしました。依頼を受けた野村氏は、「音

楽懇話会」を結成し、音楽堂建設を推進しま

す。ロンドンのロイヤル・フェスティバル・ホール

を参考にすることなどの要望を出すと、設計者

の前川国男氏はロンドンへ研究に向かいました。 

12 

  昭和29（1954）年に完

成した音楽堂は当時“東

洋一の響き”と絶賛されま

した。野村氏は「全く偶然

です。こんなにうまく出来ま

せんよ。」と述べたそうです。

以後も運営協議会委員を

長年つとめ、中心となって

活躍されました。 「縣立音樂堂音響特性調査票」 
・・・神奈川県立図書館・音楽堂落成開館記念行事 

   参加者に配布された。各楽器の音量の割合、 

   余韻等の評価を記入する欄が設けられている。 
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開館記念行事ではニクラウス・
エシュバッハー指揮NHK交響
楽団の演奏や、神奈川県在
住の音楽家による大音楽会が
開かれた。「県立音楽堂音響
特性調査票」がはさまれている。 

<ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ>神奈川県立図書館・音楽堂落成開館記念行事．  
                              神奈川県立音楽堂． 1954 （541104） 

<ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ>神奈川県立音楽堂友の会 第5回演奏会． 
                      田中希代子． 神奈川県立音楽堂． 1955 （550908）  

「音楽堂友の会」は、企業に頼
らず自分たちの手で質のよい
音楽会を開催しようという気運
から設立され、野村氏も会長を
つとめた。田中希代子はショパ
ン・コンクール日本人初の入賞
者。プログラムの曲目解説を
野村氏が書いている。 



野村氏の生涯と音楽（9） 

  

  

 

 野村氏が最も愛した音楽の一つがショパンの

作品です。昭和35（1960）年にショパン生誕

150年を記念して設立された日本ショパン協会

では、昭和38（1963）年から昭和56（1981）年

まで会長を務めました。昭和45（1970）年には

「大ショパン展」と題し、海外初公開となるショ

パンの貴重資料展を開催しています。日本

ショパン協会は、ショパン協会国際連盟の一

員として、国際ショパンコンクールへの協力な

ど、現在も活発に活動しています。 

14 

日本ショパン協会会報  

 ・・・例会演奏会のプログラムを兼ねている。 

    神谷郁代氏、伊藤恵氏らの名前がみられる。 
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第8回ショパン国際ピアノコン
クールを記念して開催された展
覧会の解説目録。ショパンの出
生証明書や自筆楽譜、デスマ
スク等、数多くの貴重な資料が
展示された。日本ショパン協会
会長である野村氏の謝辞がみ
られる。 

<図録>大ショパン展  
                  主催：毎日新聞社・日本ショパン協会． 1970 小田急百貨店 

<図書>ショパン． ウィエルジンスキ著．  
              野村光一、野村千枝子訳． 創元社． 1954． NO-962 （40162018） 

従来フランスで進められていた
ショパン研究がはじめて母国ポー
ランド人によりなされた点で意義を
持つ資料。野村氏が夫人ととも
に翻訳した。千枝子（千枝）夫人
にはほかに『ショパンの遺産』、
『愛の人フランツ・リスト』の翻訳
がある。 



野村氏の生涯と音楽（10） 

  

 

 野村氏は、大正12（1923）年、静かで穏やか

な鎌倉に魅せられ、材木座に居を構えます。 

“音楽活動はまず自分の町から”が持論であっ

た野村氏は、昭和21（1946）年に「鎌倉音楽ク

ラブ」を創設し、鎌倉市の音楽文化の向上、

音楽関係者の親睦につとめました。 

16 

 戦前戦後を通じて日本の音楽界を牽引した野

村氏は、昭和63（1988）年5月22日、鎌倉市の自

宅で逝去されました。92歳でした。 

 昭和37（1962）年に

音楽普及啓発の功労

で神奈川文化賞を受

賞します。その際、作

家の大佛次郎氏は野

村氏を「鎌倉びと」と

名付けました。 

 

鎌
倉
び
と 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大 

佛 

次 

郎 

  

（
略
）
わ
た
し
が
ひ
と
り
ひ
そ
か
に
鎌
倉
び
と
と

考
え
た
い
の
は
土
地
の
者
で
な
い
外
か
ら
移
り
住
ん

だ
者
で
、
（
略
）
貴
顕
で
は
な
く
自
由
人
で
、
小
さ

い
か
ま
ど
を
鎌
倉
に
持
ち
、
そ
の
ま
ま
二
十
年
、
三

十
年
と
、
土
地
に
深
く
根
を
お
ろ
し
て
し
ま
っ
た
一

群
の
人
々
で
あ
る
。 

 
こ
ん
ど
、
神
奈
川
文
化
賞
を
受
け
ら
れ
た
音
楽
の

野
村
光
一
氏
な
ど
は
、
そ
の
代
表
的
な
一
人
と
思
う
。

野
村
さ
ん
の
受
賞
を
見
て
実
は
私
は
鎌
倉
び
と
と
い

う
の
を
考
え
た
ら
し
い
。
（
略
） 

『神奈川新聞』 昭和37（1962）年10月16日 
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野村氏の結成した「鎌倉音楽
クラブ」が主催する音楽コン
クール発表会プログラム。野
村氏は、「日本音楽コンクー
ル」や「日本学生音楽コン
クール」に創設当初より携わり、
日本の若手音楽家育成に力
を注いだ。鎌倉市学生音楽コ
ンクールは1954年より毎年開
催されている。 

<プログラム>鎌倉市小・中・高学生音楽コンクール 
              鎌倉市中央公民館 第15回（1969）・第20回（1974）・第25回（1979） 

<プログラム>尾高尚忠追悼演奏會  倉市民會館． 1951（510319） 

主催：鎌倉交響樂團、鎌倉音
樂クラブ、鎌倉合唱團 
 
鎌倉交響楽団（1947-1951）は、
野村氏が結成した「鎌倉音楽
クラブ」の呼びかけを受け、疎
開中のプロの演奏家とアマチュ
ア愛好家により設立された。作
曲家、指揮者として活躍した尾
高氏は楽団の専任指揮者とし
ても演奏を行った。尾高氏が39
歳で夭逝した際、野村氏は毎
日新聞にその死を悼む一文を
寄稿している。 


